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工
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安
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祈
り

　
　
新
病
棟
新
築
工
事
の
地
鎮
祭
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地域医療の充実をめざして
関係機関の皆さまとともに杏林大学病院ニュース

　明けましておめでとうございます。穏やかな初春をお迎えの事とお慶び申し上げます。
　昨年は多剤耐性菌の院内感染が大きな社会問題となりました。アシネトバクター・バウマニ、
多剤耐性緑膿菌、MRSA などです。ハイリスク症例を扱う医療機関には常在している問題です。当
院においては、院長直属の委員会として、感染防止委員会が設置され院内のラウンドを行い、常
に目を光らせています。今後も引き続き、気を許すことなく注意して対応していきたいと思います。
　当院は暖かい心のかよう、満足度の高い医療の提供をモットーとしております。そして地域に
根を下ろした医療の推進を目指しております。近隣住民の方々が、誇りに思い、安心出来る組織
の構築を目指しております。全職員の 1 日 24 時間の努力の結果、社会的な評価も着実に上がって
おります。
　本年も当院の更なる発展のためにより一層の努力をすることをお誓いいたしますので関係各位
のご理解、ご協力、ご指導、ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
　皆様にとって本年にご多幸がありますようお祈り致しております。

杏林大学医学部付属病院病院長　甲能直幸

■  新 年 の ご 挨 拶  ■

　

老
朽
化
に
伴
っ
て
第
三
病
棟
が
解
体
さ
れ
、
そ

の
跡
地
に
建
設
さ
れ
る
新
病
棟
の
新
築
工
事
が
本

格
的
に
始
ま
る
の
に
先
立
ち
、
1
月
21
日
（
金
）、

安
全
を
祈
っ
て
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
鎮
祭
に
は
、
本
学
の
松
田
博
青
理
事
長
を
は

じ
め
、
松
田
剛
明
副
理
事
長
、
跡
見
裕
学
長
、
甲

■ 

杏
林
大
学
病
院
で

　
　
　
　
　
消
防
演
習
を
実
施

　

昨
年
11
月
19
日
（
金
）、
三
鷹
消
防
署
協
力
の

も
と
、
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
の
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
で
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
外
来
棟
3
階
の
給
湯
室
付
近
か
ら
出
火

し
た
と
い
う
想
定
に
基
づ
き
、
防
災
セ
ン
タ
ー
で

火
災
を
確
認
し
た
こ
と
を
受
け
て
警
備
室
へ
報

告
、
自
衛
消
防
隊
員
が
現
場
に
急
行
し
て
教
職
員

の
避
難
誘
導
が
手
際
よ
く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
3
階
と
6
階
に
2
名
ず
つ
合
計
4
名
が
逃
げ

遅
れ
た
と
い
う
想
定
で
、
は
し
ご
車
で
そ
の
4
名

を
救
出
す
る
訓
練
や
、
ポ
ン
プ
隊
2
隊
と
自
衛
消

防
隊
が
出
動
し
て
一
斉
放
水
し
て
消
火
す
る
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
を
終
え
て
、
当
院
の
中
野
利
晴
病
院
事
務

部
長
が
「
患
者
さ
ん
の
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、

今
日
の
訓
練
の
成
果
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
講
評
を
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
荒
井

弘
三
鷹
消
防
署
長
か
ら
は
「
災
害
が
起
こ
る
い
ざ

と
い
う
時
、
そ
れ
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
う
い
っ
た
訓
練
を
繰
り
返
し
、
折
に
ふ
れ

て
注
意
を
喚
起
し
て
い
く
こ
と
が
防
災
に
つ
な
が

能
直
幸
病
院
長
ら

学
園
・
病
院
関
係

者
と
、
㈱
竹
中
工

務
店
代
表
取
締
役

社
長
の
竹
中
統
一

氏
、
三
機
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

の
有
馬
修
一
郎
氏

ら
建
設
関
係
者
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

祭
祀
は
、
第
三

病
棟
跡
地
に
設
置

さ
れ
た
紅
白
幕
の

飾
ら
れ
た
特
設
テ

ン
ト
内
で
行
わ

れ
、
荻
窪
八
幡
神

社
の
小
俣
宗
昭
宮

司
に
よ
り
厳
か
に

進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

穿
初
の
儀
（
う

が
ち
ぞ
め
の
ぎ
）

で
は
、
松
田
理
事

長
が
盛
り
砂
に
3

度
鍬
を
入
れ
、
竹

中
社
長
と
有
馬
社

長
が
鋤
で
砂
を
す

く
い
ま
し
た
。
続

い
て
、
松
田
理
事

長
、
跡
見
学
長
ら

が
玉
串
を
祭
壇
に

捧
げ
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

新
病
棟
は
、
地
上
10
階
、
地
下
1
階
RC
造
（
一

部
SRC
造
）、
基
礎
免
震
構
造
で
延
床
面
積
は
約

２
万
２
千
㎡
。
病
床
数
は
約
370
床
で
、
集
中
治
療

室
、
一
般
・
個
室

病
棟
を
有
し
、
屋

上
に
は
救
急
搬
送

や
災
害
時
に
利
用

す
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
設
置
し
ま
す
。

　

新
病
棟
の
完
成

は
、
平
成
24
年
8

月
中
旬
頃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

新病棟完成予想図
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り
ま
す
。
引
き
続
き
訓
練
を
重
ね
、
病
院
の
安
心
・
安
全
を
確

保
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

神
経
内
科
で
は
多
摩
地
区
に
お
け
る
基
幹
病
院
の
一
つ
と
し

て
神
経
内
科
疾
患
全
般
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

当
科
の
扱
う
疾
患
は
外
来
と
入
院
で
は
、
か
な
り
対
象
が
異

な
り
ま
す
。
外
来
疾
患
と
し
て
は
、
頭
痛
が
最
多
で
、
つ
い
で

眩
暈
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
は
運
動
麻
痺
、
感

覚
障
害
（
し
び
れ
）、
不
随
意
運
動
、
認
知
症
、
高
次
脳
機
能
障

害
な
ど
が
当
科
を
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
症
状
と
し
て
よ
く

み
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
候
や
訴
え
か
ら
正
し
い
診

断
を
導
き
出
す
の
が
当
科
の
第
一
の
役
目
で
あ
り
、
診
断
に
よ
っ

て
は
脳
神
経
外
科
、
耳
鼻
科
、
整
形
外
科
な
ど
、
他
科
で
の
治

療
に
適
切
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
入
院
と
な
る

疾
患
は
脳
卒
中
（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
）
が
最
多
で
す
が
、
こ
れ

に
対
し
て
は
脳
神
経
外
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
と
共
同

で
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
迅
速
な
対
応
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。
神
経
感
染
症
（
髄
膜
炎
な
ど
）
や
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

な
ど
の
神
経
変
性
疾
患
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
他
科
と

◆ 

神
経
内
科 

診
療
科
紹
介

他
科
と
の
連
携
を
図
り
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供  

◆ 

小
児
外
科

様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
小
児
医
療
に
貢
献

の
有
機
的
か
つ
効
率
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
神
経
内
科
疾

患
の
患
者
さ
ん
に
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
医
局
員
一
同
研
鑽
を
積
む
所
存
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

精
神
神
経
科
は
、
32
床
の
開
放
病
棟
と
1
床
の
隔
離
室
を
持

ち
、
常
勤
医
12
名
、
精
神
保
健
指
定
医
8
名
が
在
籍
し
診
療
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
科
の
外
来
及
び
入
院
に
と
ど
ま
ら
ず
、

総
合
病
院
精
神
科
と
し
て
リ
エ
ゾ
ン
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。対
応
す
る
疾
患
と
し
て
、統
合
失
調
症
や
気
分
障
害(

う

つ
病
、
躁
う
つ
病)

、
神
経
症
性
障
害
（
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
強
迫

性
障
害
）、
睡
眠
障
害(

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
、
過
眠
症
、
睡

眠
覚
醒
リ
ズ
ム
障
害
、
ム
ズ
ム
ズ
脚
症
候
群)

、
認
知
症
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
抗
う
つ
薬
に
反
応
し
な
い
難
治
性
う
つ

病
に
対
し
て
、
入
院
に
よ
る
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
療
法
を
行
っ
て

お
り
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
殊
外
来
と
し
て
当
科

の
睡
眠
専
門
医
に
よ
る
睡
眠
外
来
を
設
け
て
お
り
、
神
経
症
性

不
眠
や
精
神
疾
患
に
よ
る
不
眠
を
除
く
睡
眠
障
害
に
つ
い
て
診

断
及
び
加
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
科
で
は
、
受
診
さ
れ
る
方
に
応
じ
た
最
善
の
医
療
を
提
供

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

◆ 

精
神
神
経
科

専
門
医
に
よ
る
特
殊
外
来
で
、
受
診
さ
れ
る
方
に
応
じ
た
医
療
を
提
供

　

会
場
で
は
、
防
災
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
は

し
ご
車
の
搭
乗
体
験
や
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
、
消
火

器
を
使
っ
て
の
初
期
消
火
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
応
急
手
当
や
防
災
用
品

の
コ
ー
ナ
ー
も
展
示
さ
れ
、

教
職
員
一
同
、
防
災
と
災
害

時
の
心
構
え
を
考
え
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
児
外
科
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
科
で
は
、
28
年
間
ト
ッ
プ
に
あ
っ
た
伊
藤
泰
雄
教
授
の
退

任
に
伴
い
、
平
成
21
年
4
月
か
ら
、
韮
澤
融
司
教
授
が
主
任
教

授
と
な
り
ま
し
た
。
韮
澤
教
授
は
、
平
成
21
年
に
日
本
小
児
外

科
学
会
理
事
8
人
の
う
ち
の
1
人
に
選
任
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
視
点
で
日
本
の
小
児
医
療
の
未
来
に
向
け
て
、
様
々
な
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
辺
佳
子
医
局
長
は
北
海
道
の
大
自
然
の
中
で
行
う
、

病
気
の
子
供
た
ち
の
た
め
の
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
、
“そ
ら
ぷ
ち

キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
”
に
平
成
20
年
よ
り
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
に
は
当
院
で
診
療
を
受
け

て
い
る
子
供
た
ち
も
参
加
し
て
お
り
、
看
護
師
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
毎
年
同
伴
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
浮
山
越
史
准
教
授
は
少
年
サ
ン
デ
ー
で
連
載
さ
れ

て
い
る
小
児
外
科
医
の
漫
画
“最
上
の
命
医
”
の
医
療
監
修
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

こ
の
作
品
が
テ
レ
ビ
東
京
で

ド
ラ
マ
化
さ
れ
、
平
成
23
年

1
月
か
ら
放
送
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
も
ス
タ
ッ
フ
一
同
、

様
々
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
小
児
医
療
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　看護部では、地域の看護職者の方々も参加できる公開講座を毎年実施し
ています。今年度は、12 月 25 日（土）に静岡県立大学大学院教授の紙屋
克子先生をお招きし、「遷延性意識障害患者の看護とその実際」と題した講
演会を開催しました。紙屋先生は一貫して意識障害患者の看護の実践と研
究に取り組んでおられ、これまでに意識障害のある患者さんの劇的な回復
を看護の力で実現し、看護師の存在価値を社会へアピールした第一人者で
す。
　講演会には外部から 50 余名の参加があり、参加者からは紙屋先生の体験
をもとにしたお話に、「意識障害になってからの年月に関係なく、看護の力
で変化を起こすことができるってスゴイ」「私たちが諦めたら終わってしま
うんだ」「自分が日々受け持つ患者に対して何が提供できるのか、もう一度
考え直す貴重な機会となった」等々の感想が聞かれ、盛会裡に終了しました。

■ ■ 看護部公開講座  ■ ■

＊来年度の公開講座に関する詳細は、当院看護部のホームページにてお知らせいたします。


